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研究開発成果等の概要 

 

① 個別テーマ１ 

東北大学キャンパスにおける再生可能エネルギーの自立化のための発電ポテンシャルの検

討を行なった。さらに、再エネを動力源とするための燃料（水素やメタンなど）合成に関

する実現性を検討した。加えて、交通利便性向上のための新しいモビリティサービス導入

に関する準備を開始した。東北大学のグリーンキャンパス構想のビジョンを作成した（下

図）。 

 

図：東北大学グリーンキャンパスグランドデザイン 

(IHI技報第 63巻第 2号「カーボンニュートラルのための環境予測技術に向けて」から引用) 

 

【ニュースリリース】 

2023/7/21 東北大 グリーン水素製造技術研究開発拠点 設置 産学連携で固体酸化物形

電解セルの社会実装目指す 

科学新聞 

2023/7/11東北大、研究拠点新設 固体酸化物電解セル グリーン水素製造 

日刊工業新聞 

2024/1/11 東北大など、葉の揺れから風を推定 「環境計算」AI技術を開発 

日刊工業新聞 

2024/1/12 自然現象を計算資源に 環境計算を提唱・実証 東北大と公立はこだて未来大 

科学新聞 
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② 個別テーマ１ 

e-fuel炭素循環システム、vACRES、を提案し、実現のための主要な技術要素である燃料電

池用 CO2回収型水素供給装置および内燃エンジン用 CO2回収器について小型反応器を作成

し、水素供給性能、CO2回収性能を実証する。CO2吸収材料の最適化検討を実施し、さらに

vACRES に用いる CO2吸収ブロックの CO2吸収性能の評価に向けた実験装置の設計・製作を

行った。実験結果を基に vACRESの成立性を検討する。e-fuelの既存インフラ利用の際の安

全性に関する検討もあわせて行う。 

CO2吸収材料の開発において、MgOなど 3つの候補材料に対して CO2吸収量や繰り返し吸収時

の劣化反応について評価を実施した。その結果、全ての候補材料に可能性があることから

2024年度は 3種の候補材料に対して改良開発を実施する。また、2024年度に実施する改良

開発の指標とするために、クボタが保有するエンジン排ガスに関する知見を用いて CO2回収

率に対する CO2回収ブロックの必要量を算出した。 

CO2回収反応器の開発については、真空含侵法を用いて回収ブロックを試作することで 35%

を超える吸収材担持率を実現した。しかしながら、担持率と圧損の相関関係を解明するま

でには至らなかった。また、試作したブロックに模擬排ガスを流して試験する模擬排ガス

試験装置を設計した。 

 


